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定
住
施
策
の
実
践
で
人
口
の
社
会
増
を
達
成

　

五
島
市
は
、
九
州
最
西
端
に
位
置
し
、
日
本
の
西
の
玄
関
口
・
長
崎

港
か
ら
さ
ら
に
西
へ
一
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
あ
る
五
島
列
島
最
南

部
の
自
治
体
で
す
。
人
口
三
万 

六
三
九
六
人
（
令
和
二
年
七
月
末
現

在
）、
一
一
の
有
人
島
と
五
二
の
無

人
島
か
ら
構
成
さ
れ
、
古
く
は
遣

唐
使
の
最
後
の
寄
港
地
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
瀬
崎
灯
台
を
中
心
に
連
な
る

高
さ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

海
蝕
崖
、
鬼
岳
を
中
心
と
す
る
噴

石
丘
、
玉
之
浦
湾
の
溺お
ぼ
れ
だ
に谷地
形
、
高
浜
・
頓と
ん
と
ま
り泊海
水
浴
場
の
白
砂
の

浜
辺
な
ど
美
し
い
自
然
景
観
を
有
し
、
昭
和
三
〇
年
に
西
海
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
倭
寇
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
、
日
本
で
最
後
に
造
ら
れ
た
海

城
な
ど
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
〇

年
七
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
の
構
成
資
産
に
は
、
本
市
の
「
久ひ
さ

賀か

島

の
集
落
」
と
「
奈
留
島
の
江
上
集
落
（
江
上
天
主
堂
と
そ
の
周
辺
）」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
令
和
元
年
に
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
三
三
人
上
回
り
、

市
の
発
足
以
来
初
め
て
の
社
会
増
と
な
り
ま
し
た
。
年
齢
別
に
見
る

と
、
〇
歳
～
一
四
歳
の
年
少
人
口
は
三
七
人
の
転
入
超
過
で
前
年
か

ら
四
三
人
増
、
一
五
歳
～
六
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
同
九
九
人
増

と
、
お
も
に
現
役
世
代
の
転
入
が
目
立
ち
ま
す
。

博多へ

長崎へ福江島

奈留島

嵯峨島

久賀島

椛島

10km

五 島 市

大瀬崎断崖。

五
島
市
地
域
協
働
課
移
住
定
住
促
進
班
係
長　

平
野　

梓

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
の
常
設
と

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

オンライン化
長
崎
県
五
島
市
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そ
の
要
因
と
し
て
は
、
雇
用
の
創
出
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
、
幅

広
い
情
報
発
信
の
展
開
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、
有
人
国
境

離
島
法
に
よ
る
各
種
施
策
の
実
施
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
そ

う
い
っ
た
社
会
増
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

特集　島から考える日本・Ⅱ

コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
た
地
方
移
住
志
向
の
高
ま
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
が
、
五
島
市
に
お
い
て
も
、
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
二
年

上
半
期
（
一
～
六
月
期
）
の
観
光
客
・
ビ

ジ
ネ
ス
客
が
前
年
比
六
割
減
と
激
減
し
、

宿
泊
施
設
や
交
通
事
業
者
に
深
刻
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
土
と
五

島
を
結
ぶ
航
路
・
航
空
路
線
は
、
利
用

者
数
の
大
幅
な
減
少
に
と
も
な
い
減
便

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地

に
お
け
る
物
産
展
の
中
止
や
都
市
部
の

飲
食
店
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
休
業
に
よ
り
、

特
産
品
の
販
売
機
会
が
失
わ
れ
、
生
産

者
の
売
上
も
低
迷
。
さ
ら
に
「
五
島
列

島
夕
や
け
マ
ラ
ソ
ン
」
や
「
五
島
み
な

と
ま
つ
り
」
な
ど
、
毎
年
恒
例
の
人
気

イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
と
な
っ
た
こ

と
で
、
下
半
期
の
来
島
者
や
交
流
機
会

の
減
少
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
内
経
済
へ
の
影
響
緩

和
策
と
し
て
、
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

五島市の移住（UIターン）状況（平成27年度～令和元年度）

H27～R元年度H27 H28 H29 H30 R元

30代までが7割

20歳未満
25％

20代
21％30代

27％

40代
12％

50代
6％

60代以上
9％

250

200

150

100

50

0
30

22
52人

66人

129人

202人
223人

38

28
67

62

99

103

109

114

女性
男性

表1　五島市独自のおもな支援策

■五島市緊急経済対策事業継続支援金
売上の減少が特に著しい中小企業者（法人および個人事業主）の事業継続と雇
用の維持を目的として支援金を給付。対象業種の事業者のうち半数以上から申
請あり。

■プレミアム付き商品券
市内経済の改善と家計への支援のため、市内の飲食店などで利用できるプレミ
アム率50％の商品券を発行。7月に第1弾の発売を開始したところ早々に売り
切れたため、追加発行を決定。

■資金融資保証料、利子の全額助成
経営の下支えを目的に、長崎県緊急資金繰り支援資金融資をはじめ、市の制度
資金に係る保証料および利子を全額助成。

■五島市観光客受入基盤支援事業給付金
宿泊・交通事業者の事業継続支援を目的として給付金を交付。申請期限を待た
ずにほぼ100％の事業者から申請あり。

■ごとう応援セットの販売
販売の機会が失われ、売上が低迷している物産の消費拡大を目的に、島の特産
品を詰め合わせたセット商品を販売。第1弾は完売し1,500万円の売上を記録。
現在、第2弾を実施中で、売れ行きは好調。

※このほか、税の軽減や奨学資金貸与の追加募集など、成し得る限りの支援を実施中。
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初
回
は
本
年
三
月
一
四
日
。
東
京
で
開
催
予
定
だ
っ
た
移
住
相
談

会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
相
談
の
予
約
を
い
た
だ
い
て
い
た
方
を

オ
ン
ラ
イ
ン
に
振
り
替
え
て
対
応
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
不
定
期
で

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
満
員
。

こ
れ
か
ら
も
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
の
判
断
か
ら
、
七

月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会
を
常
設
と
し
ま
し
た
。
常
設
後
も

毎
回
予
約
で
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン

移
住
相
談
実
績
（
八
月
現
在
）
は
、
三
九
件
五
一
人
。
全
移
住
相
談

の
う
ち
約
四
割
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
に
向
け
て

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
や
働
き
方
改
革

に
よ
り
、
観
光
地
や
リ
ゾ
ー
ト
地

で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
す
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
「
新
し
い
日
常
」

の
実
践
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

国
も
力
を
入
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

五
島
市
は
、
田
舎
・
島
暮
ら
し

と
そ
こ
そ
こ
便
利
な
都
会
の
暮
ら

し
を
両
立
で
き
る
環
境
（
自
然
や

食
が
豊
富
で
観
光
が
で
き
る
一
方
、
医

療
や
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
受
け
入
れ

機
能
が
整
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
）
か
ら
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
地
だ

　

令
和
二
年
六
月
、
内
閣
府
が
公
表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
す
る
調

査
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
東
京
圏
（
東
京
都
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈

川
県
）
に
住
む
若
者
の
地
方
移
住
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
今
年
四
月
以
降
、
五
島
市
に
は
一
〇
二
件（
八
月
六
日
現
在
）

の
移
住
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
三
二
件
、
じ
つ

に
三
割
以
上
が
東
京
圏
在
住
の
方
か
ら
で
す
。
三
十
歳
代
以
下
の
若

者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

傾
向
と
し
て
「
以
前
か
ら
移
住
を
考
え
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

き
っ
か
け
に
相
談
を
し
た
」
と
い
う
方
が
多
く
、
コ
ロ
ナ
を
契
機
と

し
て
本
市
へ
の
移
住
を
考
え
は
じ
め
る
方
は
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
く

る
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会
の
常
設

　

現
在
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方
々

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
動

き
た
く
て
も
動
け
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
情
報
も
限
ら
れ
て
お
り
、

情
報
収
集
に
苦
労
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
不
安

を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
五
島

市
で
は
、
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け

て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
移
住
相
談
を

始
め
ま
し
た
。

オンライン移住相談の様子。

表2　五島ワーケーションチャレンジの概要

期間：令和2年1月16日～ 2月16日
１. 参加者数：62名
２. 滞在泊数：平均4.13泊
３. 実施したおもなイベント
　・交流会5回（参加者251名）
　・ワークショップ12回（同223名）
　・その他のイベント9回（同214名）
４. 経済波及効果：10,602千円
５. 全体の満足度：91％
６. 再訪意欲：観光73.3％、ワーケーション68.9％
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る
、
新
し
い
移
住
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
を
コ
ロ
ナ
の

脅
威
に
さ
ら
さ
ず
に
、
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
関
し
て
は
、
お
も
に
二
つ
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
環
境
整
備
。
現
在
、
中
心
市
街
地
に
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
市
内
各
所
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
地

域
課
題
解
決
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
で
す
。
本
市
で
は
、
五
島

に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
た
だ
仕
事
と
観

光
を
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
課
題
を
設
定

し
、
解
決
し
て
い
く
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
磨
く
場
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
と
ワ
ー
カ
ー
と

の
交
流
を
民
間
ベ
ー
ス
で
促
す
仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
実
践
で
き
る
場
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
新
し
い
企
画
に
積

極
的
に
挑
戦
し
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
「
五
島
市
＝
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
島
」
と
い
う

認
識
が
広
が
る
よ
う
努
め

ま
す
。�

■

と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
観
光
閑
散
期
対
策
や
地
域
課
題
の
解
決
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
関
心
の
あ
る
人
々
を
五
島
に
招
き
、
島

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
五
島
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
メ
デ
ィ
ア
掲
載
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
効
果
や
経
済
波
及
効
果
、
参
加
者
の
創
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
満
足
度
は
非
常
に
高
く
、

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
五
島
市
に
再
び
来
ら
れ
た
方
も
い
ま
す

（
表
２
参
照
）。

　

今
後
も
環
境
整
備
を
行
な
い
な
が
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を

市
内
全
体
に
拡
充
し
て
い
く
計
画
で
す
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
島
づ
く
り
に
挑
戦

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
の
新
規
感
染
者
が
増
え
続

け
て
お
り
、
収
束
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。
五
島
市
で
は
、

相
談
者
に
対
し
、
移
住
を
決
め
る
ま
で
に
①
情
報
収
集
、

②
移
住
下
見
、
③
移
住
体
験（
短
期
滞
在
）、
④
仕
事
・

住
ま
い
探
し
と
、
少
な
く
と
も
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
よ
う
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
現
況
で
は
②
や
③
を
予

定
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
ウ
ェ
ブ
セ
ミ

ナ
ー
や
バ
ー
チ
ャ
ル
移
住
下
見
ツ
ア
ー
な
ど「
〇ゼ
ロ

密
」で

も
充
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
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平野　梓 （ひらの あずさ）

1977年、長崎県五島市福江
島生まれ。2002年、旧福江市
役所入庁。商工担当、市民課
窓口を経て、10年間広報を担
当。五島市の広報戦略「五島
市ＰＲ指針」の策定に携わる。
2020年4月より現職。

地元住民とワーケーションチャレンジ参加者と
の交流会。


